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山の文化を考える
火２　久保勇先生
キーワード：山岳信仰　修験　日本文学　日本美術　民俗学　近代　登山　富士山　立山　白山
  ←実際に利用した資料にはチェックをしましょう。
Web  授業のテーマに関連したデータベースやサイトです。
 国土地理院 【http://www.gsi.go.jp】
→ 「国土の情報」（地理に関する情報）「地図・空中写真・地理調査」（古地図情報）など「山」に関わる古今の諸情報を得ること
ができます。
 日本山岳会 【http://www.jac.or.jp】
→ 「資料室」のリンク情報がいろいろな「山」サイトを紹介していて有益です。
 富士山NET 【http://www.fujisan-net.jp】
→ 富士山に関するあらゆる情報を掲載。富士山データベースから富士山にまつわるミニ知識も学べます。
 立山に行こう 【http://www.tate-yama.com】
→ 立山黒部アルペンルートのポータルサイトです。
 みんなの白山 【http://haku-san.com】
→ 富士山、立山にならんで日本三名山のひとつに数えられる白山の歴史・文化についてわかりやすく書かれています。
図書  本には、テーマに関連する内容がまとめられています。授業のテーマをつかむにはまずはここから始めましょう。
★のついている図書は、授業期間中（4月～8月)は本館1階 授業資料ナビコーナーにあります。
●山と人のドラマを知る物語
 『氷壁』（井上靖小説全集） 井上靖著　新潮社　1973
→ 昭和30年のナイロンザイル切断事故をモデルにした山岳ミステリー。映画化・ドラマ化されている作品です。
★【本館閲覧室4階 913.6/I57】 　　
 『新田次郎全集 : 完結版』（全11巻） 新潮社　1982-1983　　
→ 新田次郎は富士山観測所勤務などでの経験と専門知識を生かした数々の山岳小説を発表しました。映画化された『剣岳　
点の記』は第3巻に収められています。
★【本館閲覧室4階 918.6/N88】
 『神々の山嶺 (いただき)』（上・下） 夢枕獏著　集英社　1997　　
→ 20世紀初頭英国エベレスト第二次登山隊の成否をめぐる歴史の謎から始まる物語。「山」をめぐる「社会」や「個人」の問題
を考えさせられる作品。
★【本館閲覧室4階 913.6/YUM】
●「山」の文化に関する入門書
 『登山の誕生 : 人はなぜ山に登るようになったのか』 小泉武栄著　中央公論新社　2001
→ 人が山に登る動機を、歴史的、社会的な視点から考察し、日欧の登山史を比較します。巻末には文献リストを掲載。
★【本館閲覧室4階小型 786.1/TOZ 】 　　
 『日本登山史』（新稿） 山崎安治著　新潮社　1986　　
→ 日本における登山の歴史について、中世から近現代まで詳細に叙述しています。
★【本館1階書庫 786.1/NIH】
 『日本山岳文学史』 瓜生卓造著　東京新聞出版局　1979　　
→ 日本における山岳文学の歴史を知ることができます。巻末に人名索引・書名文名索引がついています。
★【本館閲覧室4階 915/U89】
●日本古来の「山」への信仰
 『山の霊力 : 日本人はそこに何を見たか』 町田宗鳳著　講談社　2003
→ 日本人の山岳信仰のルーツを探る書。山にかかわる神話、伝説が豊富に取り上げられています。
★【本館閲覧室2階 163.1/YAM】 　　
 『修験道史研究』 和歌森太郎著　新潮社　1986　　
→ 役行者伝説の変化と修験道の性格の変化とを対応させつつ考究した、修験道史研究の必読書。巻末に事項・人名索引と
書名・文献索引がついています。全文はジャパンナレッジからも読めます。
★【本館閲覧室2階 080/TO82】
この授業は終了しました。
 『山伏の歴史』 村山修一著　塙書房　1970　　
→ 「山伏」をめぐる歴史から、日本の宗教・民俗・芸能などをさまざまな文化状況を考察しています。著者の研究テーマである
「陰陽道」と山伏芸能の関わりも興味深く論じられています。
★【本館閲覧室2階 188.59/YAM】
 『山岳宗教史研究叢書』 名著出版　　
→ 地域や宗派ごとの山岳信仰、修験道の展開をまとめた専門的研究叢書です。学部専門以上。
★【本館閲覧室2階】
 『遠野物語 ; 山の人生』 柳田国男著　岩波書店　1976　　
→ 岩手県遠野地方に伝わる昔話、伝説等を豊富に集めた『遠野物語』は、日本民俗学における古典とも言われています。
★【本館閲覧室4階小型 38】
●日本近代と登山
 『日本風景論』 志賀重昴著　岩波書店　1937
→ 日本の「近代登山」のあり方を方向づけた先駆的な書。 風景美、山岳景観の特殊性を理路整然と解き明かしています。
★【本館閲覧室4階小型 29】 　　
 『日本アルプスの登山と探検』 ウェストン著 ; 青木枝朗訳　岩波書店　1997　　
→ 原著は1896（明治29）年にイギリスで出版されたもので、明治24～27年までの日本での山行が収められています。
★【本館閲覧室4階小型 29】
 『日本アルプス : 山岳紀行文集』 小島烏水著 ; 近藤信行編　岩波書店　1992　
→ 日本山岳会創立発起人で日本の山岳文化発展に寄与した烏水の、明治後期から昭和初期までの山岳紀行文集です。
★【本館閲覧室4階小型 29】
参考図書(辞書･事典等)  初めてのテーマは、百科事典や主題別の事典などでおおよその内容をつかみましょう。
「本館参考」にあるものは図書館内で利用して下さい。
 『大日本地名辞書』（全8巻） 吉田東伍著 冨山房 1969-1971
→ 明治末に刊行された地名大事典。古い事典ですが地域の山々が古典文学でどのように描かれているか調べるときに便利
です。
【本館参考 291.03/Y86】
 『角川日本地名大辞典』 「角川日本地名大辞典」編纂委員会編 角川書店 1978-1991
→ 都道府県別に編集された地名地誌大辞典。山と周辺の人々の歴史や生活などを知るために便利です。別巻の『日本地名
資料集成』と『日本地名総覧』を利用すると、効果的に調べることができます。
【本館参考 291.03/KA14】
 『日本歴史地名大系』 平凡社 [編] 　平凡社 1979-
→ 土地に根ざした「歴史」や「文化」を軸にまとめられています。『大日本地名辞書』と同様、文学作品や歴史史料でどのように
「山」が描かれてきたか調べることができます。
【本館参考 291.03/N77】
 『コンサイス日本山名辞典』 久球雄, 三省堂編修所編 三省堂 1979
→ 『20万分の1地勢図』掲載の山・峠全てと、各地にゆかりのある山・峠をあわせた約1万3000の山名を集録した辞典です。
【本館参考 291.03/KO78】
 『現代登山全集』 諏訪多栄蔵[ほか]編　東京創元新社 1960-1969
→ 登山紀行・記録から登山の基礎、日本における山と人との関係まで、様々な視点から登山をとらえた全集です。山域ごとに
まとめられています。
【本館閲覧室4階 786.1/G34】
 『日本百名山』 深田久弥著　新潮社 1964
→ 作家であり登山家でもあった著者が「品格・歴史・個性」を基準に選んだ、百の日本の山についての随筆集。その山の歴史
や山名の由来についても知ることができます。
【本館閲覧室2階 291.09/F71】
授業資料ナビゲータ(PathFinder)入口 (http://www.ll.chiba-u.ac.jp/pathfinder/)
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